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囀と

S

二
日
に
生
憎
の
天
候
な
る
も
、

＿
＿
一
日
間
で
約
十
四
万
人
が
参
拝
S

宗

李
大
祭
斎
行

木
・
金
・
土
曜
日
と
曜
日
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
天
候
が
懸
念
さ

れ
た
本
年
の
秋
季
大
祭
は
、
中
日
の
二
日
に
終
日
激
し
い
雨
に

見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
前
後
の
一
日
、
三
日
と
よ
く
晴
れ
、
み
あ

れ
祭
、
高
宮
神
奈
備
祭
は
秋
晴
れ
の
中
滞
り
無
く
斎
行
さ
れ
、
三

日
間
で
約
十
四
万
人
の
参
拝
者
が
訪
れ
た
。

主
基
地
方
風
俗
舞

前
日
ま
で
の
雨
も
止
み
曇

り
の
予
報
で
あ
っ
た
が
、
午

前
八
時
三
0
分
の
中
津
宮
出

御
祭
時
に
は
晴
れ
渡
り
、
先

の
神
迎
え
神
事
に
て
中
津
宮

本
殿
に
奉
安
さ
れ
て
い
た
沖

津
宮
御
神
璽
と
中
津
宮
御
神

璽
そ
れ
ぞ
れ
が
絞
台
（
神
輿
）

に
無
事
奉
安
さ
れ
、
大
島
小

学
校
鼓
笛
隊
の
先
導
の
も
と

大
島
港
ま
で
陸
上
神
幸
が
行

履
[
[
□
`

然
崇
拝
信
仰
に
よ
り
、
我
々
の
祖
先
は
木

や
森
、
岩
、
水
な
ど
自
然
物
に
対
す
る
畏
敬

の
念
を
持
ち
、
大
切
に
守
り
受
け
継
が
れ

て
き
た
。
そ
の
追
産
が
現
在
の
全
国
の
社

に
あ
る
静
苑
「
鎮
守
の
森
」
で
あ
る
▼
こ
の

「
鎮
守
の
森
」
と
い
え
ば
、
日
本
で
し
か
使
わ

れ
て
い
な
い
言
葉
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
国

際
植
生
学
会
で
は
、
世
界
の
公
用
語
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
我
が
国

の
象
徴
で
も
あ
る
「
鎮
守
の
森
」
が
、
戦
後

敗
戦
と
と
も
に
外
国
の
文
化
が
入
る
よ
う

に
な
り
、
永
ら
く
共
生
し
て
き
た
自
然
の

森
も
わ
ず
か
六
十
年
で
破
壊
し
尽
く
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
▼
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ゲ
ル

マ
ン
民
族
の
人
々
は
か
つ
て
森
を
破
壊
し

て
き
た
歴
史
を
教
訓
に
、
森
林
を
失
う
こ

と
に
本
能
的
に
恐
怖
感
を
抱
い
て
い
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
時
代
の
ド
イ
ツ
で
は
、
宰
相
ビ

ス
マ
ル
ク
が
二
本
伐
っ
た
ら
、
三
本
植
え

ろ
」
と
指
示
を
だ
し
た
く
ら
い
熱
心
で
あ
る

▼
既
に
、
異
常
気
象
、
地
球
温
暖
化
、
な
ど

自
然
界
か
ら
の
笞
鐘
は
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
。

手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
、
我
々
が
祖
先

か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
偉
大
な
る
自
然
選

産
を
後
世
に
伝
え
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

の
為
に
も
こ
の
静
苑
「
鎮
守
の
森
」
を
守
る

事
が
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
。
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
「
人
間
が
消
え
て
も
森
は
育
つ
。

し
か
し
、
森
が
消
え
た
ら
人
間
は
生
き
て
い

け
な
い
」
と
い
う
事
を
。
（
中
）
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わ
れ
た
。
；
さ
れ
、
辺
津
宮
の
御
神
璽
が
神
湊

港
に
到
着
し
た
沖
・
中
両
宮
の
一
港
に
向
か
わ
れ
た
。

螢
台
が
御
座
船
に
載
せ
終
わ
る
一
辺
津
宮
御
座
船
が
待
つ
神
湊
ヘ

と
、
午
前
九
時
三
0
分
先
導
船
を
i
向
か
っ
た
大
船
団
は
、
年
に
一
度

先
頭
に
御
座
船
、
供
奉
船
と
順
を
一
の
宗
像
三
女
神
再
会
の
無
事
を
祈

追
っ
て
出
港
、
港
の
外
に
は
波
切
＿
る
人
々
の
思
い
の
賜
物
な
の
か
、

御
幣
、
紅
白
吹
流
し
、
大
漁
旗
で
飾
凪
の
玄
界
灘
を
壮
麗
に
進
ん
だ
。

港

ら
れ
た
約
一
五
0
隻
の
漁
船
が
待
神
湊
港
へ
の
入
港
間
近
、
海
上
・
~
浦

島
習

機
し
て
お
り
御
座
船
に
続
い
た
。
で
一
年
振
り
に
お
揃
い
に
な
ら
れ
一
羨
知

一
方
そ
の
頃
、
辺
津
宮
で
は

T
た
女
神
達
三
隻
の
御
座
船
は
予
定
一
吃
“

前
九
時
に
辺
津
宮
出
御
祭
が
斎
[
f
i
地
点
で
停
船
。
供
奉
し
て
き
た
！

F
に
中
』
』
｀
．
庇

1
]

一
月
船
々
は
、
「
国
家
鎮
た
三
台
の
御
座
車
は
白
バ
イ
と
パ
ー
午
前
十
一
時
か
ら
の
二
日
祭
で
ー
中
学
の
女
子
生
徒
四
名
に
よ
る
浦

護
」
の
大
織
を
確
認
ー
ト
カ
ー
に
先
導
さ
れ
、
辺
津
宮
ま
：
は
、
福
岡
市
の
喜
多
流
・
梅
津
忠
弘
一
安
舞
が
奉
納
さ
れ
、
十
二
単
を
身

し
順
次
御
座
船
三
で
陸
上
神
幸
。
定
刻
通
り
、
本
殿
へ
氏
同
門
下
の
奉
仕
に
よ
り
、
能
管
i
に
纏
っ
た
舞
姫
の
姿
は
、
詰
め
か

隻
を
一
周
し
宗
像
入
御
さ
れ
秋
季
大
祭
一
日
祭
（
入
や
鼓
の
嗚
り
物
に
合
わ
せ
能
楽
け
た
多
く
の
参
拝
者
を
魅
了
し

七
浦
各
母
港
へ
帰
｛
御
祭
）
が
斎
行
さ
れ
た
。
ー
「
翁
舞
」
が
神
前
に
奉
納
さ
れ
、
神
た
。

っ
て
い
っ
た
。
宮
司
祝
詞
奏
上
に
続
い
て
、
保
妙
な
る
こ
の
舞
に
多
く
の
参
拝
者
三
日
祭
終
了
後
に
は
、
第
二

そ
れ
を
見
送
り
」
存
会
奉
納
の
主
碁
地
方
風
俗
舞
が
一
は
足
を
止
め
見
入
っ
て
い
た

0

j
宮
・
第
三
宮
、
宗
像
護
国
神
社
に
奉

・
亀
一
に
着
御
。
船
か
ら
降
：
始
ま
る
一
日
目
を
無
事
に
終
え
]
続
き
、
日
中
は
静
か
な
境
内
で
あ
]
進
み
秋
季
大
祭
が
執
り
行
わ
れ

ろ
さ
れ
た
三
碁
の
：
た
。
i
っ
た
が
、
日
が
暮
れ
て
雨
が
止
む
一
た
。

心
を
見
渡
す
高
台
に

■
国
コ
―_
-
/
1

一
仕
事
や
学
校
帰
り
の
家
族
連
れ
を
坊
流
瀧
口
社
中
に
よ
る
献
茶
祭
も

一
御
座
船
は
神
湊
港
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
、
み
あ
れ
祭
に
雨
は
祭
典
後
も
夕
刻
ま
で
降
り
仕
神
職
、
参
列
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に

螢
台
は
、
神
湊
の
海
i
ー
と
金
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
午
後
二
時
か
ら
は
、
拝
殿
で
南

；
あ
る
頓
宮
ま
で
御
＇
流
鏑
馬
神
事
、
翁
舞
•
中
心
に
よ
う
や
く
賑
わ
い
を
見
せ
一
奉
仕
さ
れ
、
二
代
洗
心
庵
・
瀧
口
宗

神
幸
し
頓
宮
祭
が
i
二
日
は
夜
半
よ
り
雨
が
降
り
続
始
め
た
。
芳
氏
に
よ
る
見
事
な
お
手
前
が
披

一
且
：
仕
者
ぃ
｀
い
『
い
の
場
/
[
ぃ
ぃ
冒
昌
昌
·
’
汀
。
の
門
下
の
方
々
も

羞
に
は
感
謝
状
と
記
馬
神
事
の
奉
納
が
あ
り
、
馬
上
の
浦
安
舞
午
後
六
時
に
は
、
秋
季
大
祭
を

忌宕
念
品
が
贈
呈
さ
れ
射
手
が
地
上
七
2
い
の
的
に
向
け
‘
＿
一
―
-
日
は
午
前
十
一
時
か
ら
三
日
締
め
括
る
高
宮
神
奈
備
祭
が
、
高

雙
た
。
そ
の
後
、
三
宮
一
次
々
と
矢
を
射
る
と
参
拝
者
か
ら
·
祭
、
前
日
の
雨
に
よ
り
併
せ
て
高
宮
祭
場
で
斎
行
さ
れ
た
。
前
日
か

習顛
の
御
神
璽
を
載
せ
·
盛
ん
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
た
。
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
地
元
玄
海
·
ら
の
雨
で
斎
行
が
非
常
に
危
ぶ
ま
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れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
子
青
年
会
．
十
名
の
奉
仕
で
斎
行
さ
れ
た
。

関
係
者
の
熱
い
情
熱
に
よ
り
早
旦
よ
り
濡
[
浄
闇
の
祭
場
で
「
悠
久
舞
」
が
奉
奏
さ
れ

れ
た
祭
場
を
乾
燥
す
べ
く
並
々
な
ら
ぬ
御
一
る
と
一
同
感
動
の
様
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
高

尽
力
を
頂
き
、
夕
刻
に
は
斎
行
の
目
途
が
宮
神
奈
備
祭
で
三
日
間
に
亘
る
秋
季
大
祭

つ
い
た
。
口
は
無
事
に
締
め
括
ら
れ
た
。

時
刻
、
高
向
宮
司
以
下
神
職
、
太
宰
府
天
i
こ
こ
に
秋
季
大
祭
に
御
奉
仕
頂
い
た
皆

満
宮
神
職
・
巫
女
、
氏
子
青
年
会
・
小
林
栄
]
棘
方
、
御
参
拝
頂
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御

二
会
長
以
下
会
員
三
十
六
名
の
総
勢
約
五
：
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

・沼9i『罰h劇．mJlぼ1.
• • • • • • • • • • 

同沖他み報第花健辺大中海中第沖辮沖宗大神陸田大
敬中宗た道三火栄津黒津久津三津天津像祭湊上島祭
神両像け船海船丸宮丸宮丸宮曙宮丸宮大受地神地諸
婦宮七 漁 御先御丸先御社付区幸元準
靡奉浦 丸 座導座導座氏氏供総備
の雙麿桑 爺 爺船爺船爺船爺船爺船よ 孟奉代祠
皆芍周像頭頭頭頭頭頭 評協代
様同辺漁 議 2 奉
翼の協沖＝奥遠言松 員云也
雙各大西晉 藤武本
引奉島一健佳澄義久 総
仕支宏―寛男成人 代
船阿 ......... ::::::: ......... ......... ......... ......... 

~
◆
陸
上
神
幸
奉
仕
車

~
御
座
車

i
西
九
大
運
輸
倉
庫
圏
・

~
圏
新
出
光
・
宗
像
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会

~
先
導
車

~
宗
像
観
光
協
会
・
宗
像
地
区
交
通
安
全
協
会
・

~
宗
像
市
消
防
団
第
十
一
分
団

~
供
奉
車

~
宗
像
市
消
防
団
第
十
二
分
団
・

~
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

~
◆
主
基
地
方
風
俗
舞
奉
仕
者

~
〈
舞
方
〉
清
水
陽
介
、
中
野
久
志
、

~
吉
田
光
利
、
松
井
徳
一
郎

~
〈
歌
方
〉
石
津
典
秀
、
吉
田
敏
幸
、

~
岩
佐
洋
＿
‘
永
嶋
卓
也
、
福
崎
武
志

~
◆
氏
子
奉
幣
使

~
小
林
正
義
（
福
津
市
福
間
地
区
）

~
◆
浦
安
舞
奉
仕
者

~
小
林
千
穂
、
中
野
史
菜
、

~
八
尋
美
咲
紀
、
立
花
沙
也
加
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せ
ん
り
ん
さ

第
三
十
九
回
西
日
本
菊
花
大
会
亡
添
え
木
・
洋
菊
・
千
輪
咲
き
・
一
文

（
宗
像
大
社
菊
花
会
、
宗
像
観
光
協
~
字
作
り
・
菊
人
形
と
様
々
で
毎
年

会
共
催
）
が
、
本
年
も
当
大
社
境
内
亡
観
に
来
ら
れ
る
方
も
飽
き
さ
せ
ま

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
神
郡
の
秋
~
せ
ん
。

を
彩
っ
て
お
り
ま
す
。
~
期
間
中
は
菊
苗
や
切
花
な
ど
の

質
・
量
と
も
に
全
国
屈
指
の
菊
亡
販
売
、
宗
像
観
光
協
会
の
特
産
品

花
展
で
、
九
州
各
県
と
山
口
県
の
~
や
軽
食
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
ま

菊
作
り
愛
好
家
の
方
々
が
丹
精
込
で
す
。
何
か
こ
不
明
な
点
が
こ
ざ
い

め
て
育
て
た
菊
、
約
一
一
一
千
鉢
が
出
で
ま
し
た
ら
、
緑
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

品
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
二
着
た
菊
花
会
会
員
が
巡
視
し
て
い

た
い
り
ん

種
類
も
豊
富
で
、
大
輪
・
盆
栽
．
で
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
声
掛
け
下

け
ん
が
い
ふ
く
す
け

懸
崖
・
福
助
・
ダ
ル
マ
作
り
・
古
木
~
さ
い
。

詈
皐
[
‘
一
本
い

8
s二
十
二
日

例
年
よ
り
会
期
が
一
日
短
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
気
を
つ

け
て
こ
来
場
く
だ
さ
い
。

窃
り
｀
4
・
｀

．
誓

t
ゃ
｀
4

9
餞言ぷ殺

冷
況
お
．4＂

位
呪
し
い

量｀伝既報の通
り
、
六
月
中
旬
心
字

池
清
掃
を
実
施
し
池
の
水
質
改
善

に
乗
り
出
し
た
。

ま
ず
、
池
底
に
堆
積
す
る
汚
泥

（
樹
木
の
葉
、
鯉
の
糞
）
を
改
善
す

る
た
め
、
0
新
た
に
濾
過
装
置
を

設
置
、
0
バ
イ
オ
の
力
で
ヘ
ド
ロ

等
を
分
解
す
る
と
い
う
ア
ク
ア
リ

フ
ト
を
投
入
、

0
水
質
浄

化
作
用
の
見
込
ま
れ
る
、

ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を
池
の
一

部
を
仕
切
っ
て
植
え
込
ん

だ
。
そ
し
て
九
月
に
は
、
さ

ら
に

0
水
の
循
環
を
促
す

為
バ
イ
オ
フ
ァ
ン
も
取
り

付
け
ら
れ
、
絲
働
を
始
め

た
。約

四
ヶ
月
が
経
過
し
、

池
水
循
環
が
強
化
さ
れ
、
＊
．t

 

池
底
に
堆
積
す
る
汚
泥
の

f
 

量
は
減
少
し
た
も
の
と
見

受
け
ら
れ
る
が
、
現
在
も

池
は
全
体
的
に
ま
だ
濁
っ

｀
た
グ
リ
ー
ン
色
で
あ
る
。

ヽ
p
:
A
`
’喜
丑
汀
汀

一
言
り
」
鱈

一
水
温
が
下
が
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
良

一
い
が
、
例
年
水
質
が
悪
化
す
る
六
月
、
さ
ら

一
に
酸
性
雨
な
ど
の
不
安
要
素
も
あ
る
が
、
導

一
入
し
て
い
る
様
々
な
試
み
を
じ
っ
く
り
と

一
検
証
し
、
美
し
い
心
字
池
を
取
り
戻
し
た
い
。

i
今
後
の
経
過
報
告
を
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

遇
梱
告
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十
月
十
七
日
、
錦
秋
の
一
日
を

彩
る
恒
例
の
献
茶
祭
が
斎
行
さ

れ
、
県
内
は
も
と
よ
り
山
ロ
・
九
州

各
県
の
同
門
会
員
を
は
じ
め
日
々

茶
道
に
勤
し
む
人
々
約
五

0
0
名

が
参
集
し
、
和
服
姿
の
女
性
達
で

神
苑
は
終
日
華
や
か
な
雰
囲
気
が

漂
っ
た
。

献
茶
と
は
神
仏
に
お
茶
を
お
供

え
す
る
儀
式
で
あ
り
、
神
郡
宗
像

に
お
い
て
も
神
前
に
茶
を
供
え
る

献
茶
祭
が
催
さ
れ
て
い
た
が
、
表

千
家
々
元
直
々
に
よ
る
献
茶
の
儀

攣
案
竺
羹
秦
佳
斎
行

ー
約
五
0
0

名
の
同
門
会
関
係
者
が
参
列

s

岡
県
神
社
庁
長
）
外

関
係
者
は
祓
舎
に

て
修
祓
を
受
け
本

殿
へ
参
進
、
所
定
の

]
は
、
昭
和
一
二
十
七
年
当
時
の
宗
像
座
に
着
座
し
祭
典
開
始
。

一
大
社
復
興
期
成
会
々
長
出
光
佐
三
．
斎
主
が
茶
道
の
興
隆
と
「
茶
の

丘
ぢ
御
尽
力
に
よ
り
実
現
、
第
十
―
聖
・
千
利
休
」
の
正
統
を
受
け
継
ぎ
、

一
三
代
表
千
家
々
元
即
中
斎
千
宗
左
一
四
百
余
年
の
伝
統
を
誇
る
表
千
家

宗
匠
が
初
め
て
奉
仕
さ
れ
て
以
一
の
隆
昌
、
同
門
会
の
繁
栄
を
祈
念

菜
、
毎
年
出
光
家
の
奉
納
に
よ
り
一
す
る
祝
詞
を
奏
上
、
続
い
て
献
茶

:
f
T
な
わ
れ
、
今
回
で
四
十
六
回
目
一
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。

]
を
迎
え
る
0

:
家
元
は
拝
殿
に
設
け
ら
れ
た
風

i
祭
典
当
日
、
早
朝
よ
り
爽
快
な
」
炉
前
に
端
座
、
切
柄
杓
の
手
許
、
獣

一
秋
晴
れ
と
な
り
、
定
刻
十
一
時
、
―
]
紗
さ
ば
き
も
鮮
や
か
な
「
動
と
静
」

一
鼓
を
合
図
に
当
大
社
神
職
三
名
、
i
と
が
見
事
に
調
和
し
た
淀
み
な
い

―
第
十
凹
代
表
千
家
々
元
而
妙
斎
千
]
渭
ら
か
な
御
点
前
が
披
露
さ
れ
た
。

―
宗
左
宗
匠
以
下
介
添
の
家
元
関
係
]
家
元
の
御
点
前
を
拝
見
し
よ
う

一
者
、
出
光
興
産
株
式
会
社
名
誉
会
：
と
拝
殿
周
辺
に
詰
め
掛
け
た
大
勢

」
長
出
光
昭
介
氏
、
ま
た
本
年
よ
り
の
拝
観
者
は
、
一
拳
手
一
投
足
を

一
就
任
さ
れ
た
西
高
辻
信
良
同
門
i
見
逃
す
ま
い
と
、
真
剣
な
眼
差
し

一
会
々
長
（
太
宰
府
天
満
宮
宮
司
・
福
で
見
詰
め
て
い
た
。

一
咳
き
―
つ
な
い
張
り
詰
め
た
静
寂
に
包
ま

れ
る
中
、
金
の
椀
に
濃
茶
、
銀
の
椀
に
薄
茶
の

こ
一
服
が
点
て
ら
れ
、
雅
楽
の
調
べ
が
流
れ
る

一
中
神
職
の
手
に
よ
り
御
神
前
に
奉
献
さ
れ
、

一
宗
像
大
神
の
神
慮
を
お
慰
め
申
し
上
げ
た
。

一
献
茶
の
儀
に
続
き
斎
主
、
家
元
、
出
光
昭
介

一
名
誉
会
長
、
西
高
辻
同
門
会
々
長
が
各
々
玉

串
拝
礼
を
行
い
、
一
時
間
余
に
及
ぶ
本
年
の

一
献
茶
祭
も
厳
粛
裡
に
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

一
祭
典
後
、
参
列
者
は
儀
式
殿
に
設
け
ら
れ

一
た
「
出
光
副
席
」
、
斎
館
に
設
け
ら
れ
た
「
同
門

会
副
席
」
へ
参
席
、
茶
席
に
掲
げ
ら
れ
た

掛
軸
や
茶
道
具
の
逸
品
を
観
賞
し
な
が

ら
、
お
茶
を
戴
き
「
佗
．
寂
」
の
境
地
に
浸

り
、
至
福
の
一
刻
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
参
列
者
へ
の
便
宜
を
計
る
た
め
、

宗
像
観
光
協
会
に
依
頼
し
昼
食
ブ
ー
ス

を
準
備
い
た
だ
い
た
。
う
ど
ん
等
の
食
事

ブ
ー
ス
に
長
蛇
の
列
が
で
き
た
の
を
は

じ
め
、
神
社
側
も
清
明
殿
を
休
息
場
と
し

て
開
放
し
好
評
を
博
し
て
い
た
。
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令
で
規
定
さ
れ
る
祭
祀
（
律
令
祭

祀
）
の
先
駆
け
的
な
要
素
と
、
平

城
京
、
平
安
京
と
い
っ
た
都
城
な

ど
で
営
ま
れ
た
律
令
祭
祀
の
主

現
在
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
一
良
•
平
安
時
代
ま
で
の
古
代
人
の
精
神
世
界
の
神
秘
に
迫
る
興
味
深
：
体
と
な
る
祓
の
祭
祀
と
の
関
連

特
別
展
「
古
代
祭
祀
の
世
界
」
に
当
精
神
生
活
（
信
仰
）
に
着
目
し
、
そ
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
性
に
焦
点
を
あ
て
て
、
古
代
国
家

大
社
神
宝
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
れ
に
関
わ
る
多
く
の
祭
祀
遺
物
を
沖
ノ
島
の
祭
祀
遺
跡
と
出
土
品
の
選
択
し
た
精
神
世
界
を
強
調

品
が
出
陳
さ
れ
話
題
を
呼
ん
で
い
．
紹
介
し
て
い
る
。
自
然
と
対
峙
し
は
、
古
代
国
家
が
関
与
す
る
祭
祀
し
て
い
る
。

る
。
生
命
の
誕
生
と
豊
穣
を
願
う
原
始
の
変
遷
を
た
ど
れ
る
唯
一
の
も
の
十
月
三
日
に
行
わ
れ
た
本
展

本
展
で
は
、
縄
文
時
代
か
ら
奈
．
的
な
祭
祀
、
稲
作
文
化
の
下
に
現
と
し
て
本
展
覧
会
の
核
と
な
っ
て
開
会
式
に
は
当
社
職
員
が
来
賓

れ
る
農
耕
祭
祀
、
古
墳
~
い
る
。
こ
の
度
の
出
陳
品
は
、
三
角
i
と
し
て
出
席
。
展
覧
会
初
日
と
あ

で
の
葬
送
儀
礼
と
し
．
縁
神
獣
鏡
、
金
製
指
輪
、
金
銅
製
龍
]
っ
て
多
数
の
方
が
押
し
寄
せ
、
晴

て
の
祭
祀
、
国
家
形
成
、
頭
、
金
銅
製
杏
葉
（
い
ず
れ
も
レ
プ
．
れ
や
か
な
秋
空
の
下
に
華
々
し

確
立
後
の
律
令
に
埜
：
リ
カ
）
、
碧
玉
製
釧
、
各
種
玉
類
、
子
；
ヽ
開
会
し
た
。
本
展
は
十
一
月
二

づ
い
た
国
家
的
祭
祀
．
持
勾
玉
、
金
属
製
人
形
、
滑
石
製
形
十
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
秋
の

な
ど
、
各
時
代
の
様
々
・
代
（
人
形
・
馬
形
・
舟
形
）
、
土
器
な
．
播
州
は
考
古
学
フ
ァ
ン
で
賑
わ

な
信
仰
の
あ
り
方
を
ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
だ
い
そ
う
で
あ
る
。

説
き
明
か
す
展
示
で
、
わ
り
あ
る
有
意
義
な
展
示
で
、
特

精
霊
や
神
々
に
祈
り
i
に
、
当
大
社
神
宝
の
持
つ
、
古
墳
時
i

を
捧
げ
た
古
代
人
の
代
以
降
に
展
開
し
た
国
主
導
の
律
~

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
特
別
展

L

貫
竺
謡
覇
窒
を
出
陳

宗像大社刀剣展
のこ案内

当大社の奉納刀を中心に約60採の刀剣と
絢爛豪華な刀装具を公開します。

刀匠の技の結晶を是非こ｀堪能下さい。
............................................................... 
＂位1 11 月 1 日（日）～23日（祝）

冒1I 神宝館 1 階展示室

凰~9時～16時30分

Ilが；は1 ●大人 500円

●大学・高校生 300円

●中・小学生 200円

15名以上は一名につき 100円引き

............................................................... 
※なお、展示替え作業のため下記日程で休館します。

ご了承下さい。

平成 21 年 10月29日（木）～ 10月31 日（土）

平成 21 年 1 1 月24日（火）～ 1 1 月27日（金）
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．
る
。
時
代
は
五
世
紀
中
こ
ろ
、
甲
す

一
葛
子
が
献
上
し
た
ミ
ヤ
ケ
で
は
な
―

：
な
は
ち
―
―
一
角
板
鋲
留
短
甲
（
鉄
板

一
い
か
と
い
う
説
が
あ
り
、
新
町
名
一
ぴ
ょ
う
ど
め

~
を
切
り
、
鋲
で
と
め
た
）
。
胄
は

一
の
美
明
は
屯
倉
を
か
け
た
も
の
で
~
び
ょ
う
か
ぶ
と

一
あ
る
。
；
び
さ
し
つ
き
か
ぶ
と

一
眉
庇
付
胄
と
い
い
、
び
さ
し
が
つ

：
く
。
他
に
頸
甲
、
肩
甲
な
ど
が
セ
ッ

~
ポ
ー
ル
の
鮒
は
こ
の
地
の
一
画
一

i
卜
に
な
っ
て
い
る
。

i
に
鹿
部
大
池
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
i

―
-
i
埋
葬
さ
れ
た
人
は
、
た
く
さ
ん

し
し
ぶ
駅
の
ポ
ー
ル
の
上
の
彫
i
た
り
に
居
を
構
え
な
が
ら
縄
文
人
―
し
し
ぶ
駅
周
辺
は
丘
陵
i
二
．
で
、
埋
め
立
て
i

-
i
の
剣
、
刀
の
ほ
か
に
鹿
角
装
短
剣

刻
を
つ
づ
け
よ
う
。
一
達
と
接
触
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
；
の
り
水
田
あ
り
と
豊
か
な
二
．
ら
れ
て
な
く
な
~

i
や
工
具
の
飽
、
鉄
斧
、
鉄
鏃
等
を

稲
朝
鮮
半
島
か
ら
直
接
北
部
更
に
稲
作
に
適
し
た
場
所
を
求
め
農
耕
地
帯
で
、
秋
に
は
瑞
穂
こ
っ
た
が
、
江
戸
ゃ
り
が
ん
な
て
つ
ぞ
く

九
州
沿
岸
に
伝
わ
っ
た
の
は
前
て
内
陸
部
へ
と
異
動
し
て
い
っ
た
が
頭
を
た
れ
て
い
た
。
さ
て
急
三
―
―
[
i

l時
代
、
朝
鮮
通
も
ち
、
そ
れ
に
小
さ
な
素
焼
き
の

四
、
五
世
紀
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
学
者
と
思
わ
れ
る
。
駅
名
と
し
て
し
し
ぶ
の
地
ア
」
名

9汲
i
信
使
が
相
島
に
賣
個
、
金
製
の
耳
環
が
副
葬
さ

一
～
i
,
．
｛
れ
て
い
た
。
石
棺
の
石
材
は
相
島

に
よ
っ
て
前
後
差
が
あ
る
が
、
彼
と
に
か
く
日
本
で
の
食
の
大
変
·
名
と
鹿
部
山
は
残
っ
た
が

r
|
F
r
;
1寄っ
た
時
に
、

i
み
あ
け
•
一
｝
）
i
産
の
玄
武
岩
が
用
い
ら
れ
て
い

等
は
朝
鮮
半
島
か
ら
直
接
や
っ
て
二
動
、
い
わ
ゆ
る
米
を
食
べ
る
よ
う
一
新
団
地
を
き
っ
か
け
に
：
大
池
に
は
鮒
や
·

み
や
け
i
i
．
ナ
i
る
。
出
土
品
を
見
る
と
「
も
の
の

き
て
沿
岸
の
各
所
に
住
み
つ
い
て
一
に
な
っ
た
の
は
縄
文
末
か
ら
弥
生
一
美
明
の
町
名
に
な
っ
た
。
歴
―
こ
ぼ
鯉
が
飼
わ
れ
、
~

i
ふ
」
「
つ
わ
も
の
」
と
い
う
言
葉
が

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
だ
ま
]
時
代
に
か
け
て
で
あ
る
。
：
史
で
屯
倉
と
い
う
の
を
習
i
ニ
フ
相
島
に
通
信
使

だ
考
古
学
の
研
究
に
よ
っ
て
：
｀
．
）
必
年
『
ー
忍
こ
雫
疇
忍
」
桑
涵
麟
f
っ
た
こ
と
と
思
う
。
広
辞
苑
ー
が
到
着
す
る
と
蜂
火
を
あ
げ
て
、
ぴ
っ
た
り
で
恐
ら
く
玄
界
灘
を
勇

q
一
躍
渡
っ
て
い

は
古
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
文
図
f
ミ
下
·
·
n
-

『3べ
苓I、
乙
，
·
,
＾
＼
遥

5
で
調
べ
る
と
「
ミ
は
接
頭
語
。
．
鮒
鯉
を
運
ん
だ
と
い
う
。

福
岡
市
板
付
遺
渭
心

E屋
町

□
F
9
'
`
r
-
U

卜
:
[
t
f
‘
望
：
｛
亭
賣
ャ
ケ
は
ヤ
カ
（
宅
、
家
）
の
転
‘
蓮
花
池
に
は
夏
に
な
る
と
蓮
花
っ
た
人
達
の

江
辻
遺
跡
、
新
宮
町
夜
臼
遺
跡
、
f
ヽ
J
‘
a
f
'
沿
互
f
吐
竺
譴
〖
屋
舎
・
倉
庫
の
意
」
と
あ
り
が
咲
き
、
そ
れ
は
非
常
に
美
し
か

.

^

?

d

`

,

 

.. t
ゃ
・
ア
ぶ
ち
ょ
っ
か
つ
~
~
一
人
で
あ
っ

古
賀
市
六
ツ
坪
・
百
田
遺
跡
、
‘
：
ご
翠
＼
．

3
-

）
文
》
｀
、
い
ぎ
、
yA盈
「
大
和
朝
廷
の
直
轄
領
か
ら
っ
た
と
い
う
。
平
成
二
十
年
発
行
―

.
9
:
`
·
‘
,
.
"
`
\
\
'
跡
j
i
一
一
た
ろ
う
。

福
津
市
の
今
川
遺
跡
は
、
初
期
へ
{
f

E
.

＿
＼
ゞ
迄
｀

5ゞ
ゞ
心
ヽ
ー
＾
f
a
遺
収
穫
し
た
稲
米
を
蓄
積
す
る
さ
れ
た
「
鹿
部
区
史
」
の
本
文
や
裏

•
}
·
慮

農
耕
遺
跡
で
あ
る
。
玄
界
を
渡
べ
[
へ
i
.
]
乞
＇
汀

0

p
q
'
討
・
・
い
、
｀
／
疇

4

倉
・
転
じ
て
朝
廷
の
直
轄
領
。
表
紙
に
そ
の
蓮
花
の
写
真

っ
て
き
た
人
達
は
川
口
部
あ
一

l
[f巳
グ
．
、
念
等
[
•
一

r
,
-
0
C
-
『
]
.
、
“
“
一
官
家
、
屯
家
、
屯
宅
、
三
宅
な
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
蓮

f
4
‘
n
,
;
.
`
J
つ
つ
。
｀
ゞ
、
＇
い
麟

l

：
｀
ら
員
．
g
．
山
；
：
｀
＼
＼
＼
リ
｀
賀

5・
ど
と
も
か
く
」
と
あ
る
。
鹿
部
花
は
小
振
り
で
、
茎
の
部
分

書
」
稲
冒
詞
／
こ
こ
罰
叫
閏

□
言

冨
皐
｀
□`
]
口
冒
言
冑

（続）

ゞ
疇
・
ー
、

雫
ー
·

1.‘ 
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社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

身
を
隠
す
も
の
な
ど
あ
ら
ぬ
夕
空
を
並
み
ゆ
く
烏
の
羽
裏
ま
白
し

自
然
の
中
に
己
を
投
影
し
た
―
二
句
に
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
並
み
ゆ
く
」

ー
と
複
数
に
し
な
い
で
「
と
び
ゆ
く
」
と
一
羽
の
鳥
に
焦
点
を
し
ぼ
り
た
い
。

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

例
会
に
妻
出
で
ゆ
き
し
昼
下
り
独
り
居
わ
れ
の
こ
の
静
こ
こ
ろ

老
夫
婦
二
人
き
り
の
暮
し
の
な
か
で
た
ま
た
ま
一
人
に
な
っ
た
時
、
己
を

一
見
詰
め
た
男
子
た
る
も
の
の
心
境
。
大
方
の
男
子
の
共
感
を
得
る
だ
ろ
う
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

過
ぎ
ゆ
き
し
波
紋
は
胸
に
し
ま
び
お
く
紅
茶
に
添
へ
た
る
レ
モ
ン
が
匂
ふ

上
句
と
下
句
の
対
比
が
醸
し
出
し
た
詩
情
。
た
だ
三
句
を
生
か
す
に
は
波

一
紋
を
起
し
た
の
が
己
な
ら
初
句
は
「
起
し
た
る
」
他
人
な
ら
「
起
り
た
る
」
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

わ
れ
い
ま
だ
修
行
足
ら
ね
ば
経
誦
す
と
傘
寿
の
旅
僧
高
宮
に
坐
す

―
二
句
の
詠
い
出
し
は
、
い
か
に
も
巻
さ
ん
ら
し
く
好
感
が

一
汀
｀
臼
言
豆
直
豆
謬
げ
鱈
鱈
汀
這

0

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

こ
み
あ
ぐ
る
怒
り
ぶ
つ
け
る
術
も
な
く
雨
降
る
中
を
ひ
た
す
ら
歩
む

一
汀
麟
認
け
よ
り
l
]
詞
謬
心
か
を
」
が
短
歌
と
い

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

わ
れ
わ
れ
に
良
く
似
し
チ
ベ
ッ
ト
の
青
年
の
息
長
き
歌
を
魅
せ
ら
れ
て
間
＜

田
詈
斑
を
特
つ
も
の
の
親
近
警
、
モ
ン
ゴ
ル
の
あ
の
息
を
良
く
引
く
歌
へ
の
忠
い
が
一
首
に
あ
る
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

白
玉
の
小
さ
き
団
子
を
五
つ
づ
つ
妻
と
食
び
た
り
今
日
敬
老
の
日

国
雷
な
老
夫
婦
の
姿
が
見
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
結
句
は
「
敬
老
の
日
を
」
と
定
型
に
納
め
た
い
。

宗
像
市
大
島
杉
田
朧
子

魚
造
る
我
が
傍
に
立
ち
手
伝
う
と
孫
は
水
出
す
係
り
を
始
む

成
長
し
た
孫
を
よ
ろ
こ
ぶ
作
者
心
魚
を
造
る
と
は
さ
し
み
に
す
る
こ
と

ー
、
で
は
な
い
か
、
三
句
を
「
魚
を
割
く
我
が
か
た
は
ら
に
」
と
し
た
い
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

や
は
ら
か
き
B

差
し
こ
ぼ
る
る
杉
木
立
青
き
彩
せ
し
鞍
馬
苔
映
ゆ

田
純
叙
景
歌
だ
が
鞍
馬
苔
の
個
有
名
詞
が
一
首
に
生
気
を
与
え
て
い
る
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

浮
き
島
の
こ
と
く
に
立
花
山
が
見
ゆ
弊
雨
の
後
の
謁
な
が
る
る
に

出
来
上
っ
て
い
る
が
、
キ
ャ
リ
ア
充
分
の
氏
と
し
て
は
物
足

口
ソ
な
い
。
も
う
一
っ
突
っ
込
ん
だ
歌
を
見
せ
て
欲
し
い
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

秋
風
に
大
き
ゆ
る
る
芙
蓉
の
花
花
が
ら
も
あ
り
未
だ
笛
も

喜
の
花
に
焦
点
を
あ
て
て
詠
っ
て
い
る
が
、
花
、
花
が
ら
。
未
だ
田
は
そ
れ
ぞ
れ
重
複
感
が
あ

口
ぃ
＿
一
句
以
下
「
紅
芙
蓉
花
が
ら
も
あ
り
叩
め
る
も
あ
り
こ
し
て
花
全
体
の
警
を
出
し
た
い
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

酔
芙
蓉
移
し
て
初
の
あ
し
た
咲
く
笛
の
先
っ
ぼ
近
々
と
見
る

「
初
の
あ
し
た
咲
く
」
は
無
理
な
表
現
、
「
酔
芙
蓉
移
し
て
初
の
花
咲

l
f
l
き
ぬ
花
の
先
っ
ぼ
近
々
と
見
る
」
と
順
直
に
述
べ
る
こ
と
が
大
切
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

久
々
の
雨
に
畑
は
濶
び
て
か
ん
ら
ん
苗
を
売
る
声
ひ
び
く

詠
わ
ん
と
す
る
気
持
は
判
る
が
、
か
ん
ら
ん
の
苗
を
売
る
声
が

口
凹
処
か
ら
す
る
の
か
肝
心
な
も
の
が
欠
け
て
い
る
の
が
残
念
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

こ
の
夏
の
野
菜
不
足
か
ニ
ガ
瓜
に
虫
喰
い
あ
と
の
点
々
と
見
ゆ

こ
の
歌
も
ニ
ガ
瓜
が
何
処
に
あ
る
か
判
ら
な
い
。
例
え
ば
―
二
句
を
「
野
菜
不
足

l
f
l
の
夏
の
店
頭
」
と
す
れ
ば
判
る
。
何
が
何
処
で
ど
う
し
た
が
歌
の
基
本
で
あ
る
。

福
岡
市
中
央
区
相
良
公
子

両
肩
の
力
を
抜
い
て
な
が
め
れ
ば
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
咲<
B

々
草
咲
く

咲
く
、
咲
く
と
重
ね
た
技
巧
は
仲
々
の
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
何
処
を

l
f
l
な
が
め
た
の
か
判
ら
な
い
三
句
を
「
見
る
庭
に
」
と
す
れ
ば
い
い
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

禁
漁
区
の
立
札
無
視
し
少
年
は
池
に
釣
糸
じ
っ
と
見
守
る

素
直
に
詠
っ
て
い
る
の
が
い
い
、
歌
は
素
直
が
一
薔
大
切
あ
る
。
私
の
師
宮
柊
二
も
「
わ

l
f
l
が
歌
は
田
舎
の
出
な
る
田
舎
歌
素
直
懸
命
に
詠
ひ
来
し
の
み
」
と
晩
年
に
詠
っ
て
い
る
。

宗
像
市
東
郷
山
口
節
子

最
後
ま
で
職
場
を
守
れ
の
命
令
に
犠
牲
と
な
り
し
サ
ハ
リ
ン
遥
か

戦
争
下
の
こ
と
だ
か
ら
職
場
よ
り
持
場
が
い
い
の
で
は
、
た
だ
こ
の
叙
し
方
で
は
単
な

口
る
聞
き
伝
え
の
歌
に
し
か
讐
な
い
。
戦
の
歌
は
実
際
体
験
こ
そ
大
切
な
の
で
あ
る
。

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

こ
す
も
す
の
風
の
吹
く
ま
ま
ゆ
れ
う
こ
く
新
政
権
よ
世
界
の
中
に

国
開
の
「
但
界
の
中
に
は
歌
の
表
現
と
し
て
は
突
飛
す
ぎ
る
の
で
「
新
政
樅
は
今
生
れ
た
り

lと
す
る
。

i
 

眠
れ
さ
る
吾
が
た
め
柊
二
先
生
に
習
ぴ
継
ぎ
し
こ
の
小
詩
型

そ
の
柵
を
く
ぐ
っ
て
来
い
と
手
招
く
は
七
年
前
に
死
に
し
友
な
り

病
棟
の
窓
近
く
き
て
法
師
蝉
げ
に
人
間
に
親
し
げ
に
暗
く

福
津
市
勝
浦

芭
蕉
葉
の
騒
ぎ
て
雨
を
呼
び
に
け
り

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

砂
混
じ
り
汗
を
拭
い
て
小
麦
の
粉

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

賑
や
か
に
秋
を
彩
る
虫
の
声

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

艶
め
き
て
今
が
本
気
の
秋
茄
子

神
道
、
神
社
、

政
治
、
戦
争

等
、
気
ま
ぐ
れ
に
様
々
な
話
題
を
こ

の
欄
で
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
も

反
響
が
あ
っ
た
の
が
実
は
小
生
の
引

っ
越
し
で
し
た
。
様
々
な
方
か
ら

「
引
っ
越
し
た
の
」
と
声
を
お
か
け

い
た
だ
き
ま
す
が
、
季
節
が
過
ぎ
て

い
く
う
ち
に
自
然
豊
か
な
い
い
場
所

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
▼
バ
ッ
タ
や

カ
エ
ル
、
先
日
は
大
き
な
蛇
の
抜
け

殻
が
、
全
身
そ
の
ま
ま
の
姿
で
庭
に

あ
り
ま
し
た
。
「
仲
秋
の
名
月
」
に
は

物
心
つ
き
始
め
て
い
る
愚
息
と
月
も

観
ま
し
た
。
コ
オ
ロ
ギ
が
鳴
く
中
薄

や
団
子
を
供
え
て
、
満
た
さ
れ
た
時

間
で
し
た
▼
毎
夜
、
小
生
が
斬
ら
れ

役
を
務
め
る
シ
ン
ケ
ン
ジ
ャ
ー
ご
っ

こ
（
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
）
も
、
周
囲

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
思
い

つ
き
り
斬
ら
れ
て
い
ま
す
▼
結
婚
し

愛
妻
に
勝
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を

知
り
ま
し
た
が
、
愚
息
に
も
け
っ
し

て
勝
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
最
近

分
か
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
し
っ
か
り
と
分
か
る
ま
で
、
し
ば

ら
く
は
悪
役
、
負
け
役
に
徹
し
な
い

と
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
（
塚
）

高
山

睦
子

ゾ
四
回

風
醗
品
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